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Abstract 

This study aimed to determine the positive awareness of educational goals of the new 

curriculum in physical education， a gener討 subjectoffered at the University ofTsukuba， 

using text mining to analyze students' operトended，reflective descriptions. The subjects 

were 325 students who had attended general physical education courses at the university 

for two years. They wer・easked，・1もatdid you learn or achieve from physical education 

at Tsukuba?" Text mining was used to analyze their answers. First， four physical 

education and sports science researchers identified keywords; then， the keywords were 

categorized according to their relation to the following five educational goals established 

by the university's Sports and Physical Education Center: (1) health and physical fitness， 

(2) enriched mind and sociability， (3) high moral standards， (4) ability to interpret 

and appreciate， and (5) ability to improve oneself. More than half of the subjects usecl 

keyworcls relatecl to four of the five categories [all except (4) ability to interpret ancl 

appreciate] at least once in their clescriptions. The two most wiclely ac1mowleclgecl goals 

were (1) health ancl physical strength ancl (2) enrichecl mincl ancl sociability， with more 

than 70先ofthe subjects using keyworcls relatecl to these goals at least once. 1n contrast， 

only 20% usecl at least one keyworcl relatecl to the (4) ability to interpret ancl appreciate. 

Furthermore， the relative frequency of keyworcls relatecl to each eclucational goal was 

examinecl accorcling to specific sports. Results showecl that keyworcls relatecl to health 

ancl physical strength appearecl more often with incliviclual sports， whereas keyworcls 

relatecl to enrichecl mincl ancl sociability appearecl more frequently with team sports. 

1 )筑波大学体育系

Faculty of Health ancl Sport Sciences， University ofTsukuba 
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Based on the results of the present stucly， we conc1ude that better learning outcomes 

may be achieved in the future through a curriculum designed to emphasize the special 

characteristics of each sport. 

Key worcls: Text Mining， University Physical Eclucation， Lβarning Outcomes 

1. 問題と目的

変化の激しい現代社会において，青少年の「生

きる力」を育むことの重要性が強調されてい

る(中央教育審議会. 1997) 0 この「生きる力J
については，高等教育機関である大学において

も問様に重要視されており，学生の問題行動や

社会不適応などへ対処するために人間形成の

促進が検討課題となっている(島本ら. 2006)。

また，大学志願者全入時代を迎え.入学した学

生の学力低下が問題視されている今日におい

て，大学の f教育力」はこれまで、以上にI11Jわれ

ている(高木. 2014) 0 

筆者が所属する筑波大学は，主主学の:f_lH念を踏

まえ. 2008年に教育の目標とその達成方法お

よび教育内容の改善の方策を含む教育の枠組み

を「筑波スタンダードJとして教育宣言した。

筑波スタンダードには「学群スタンダードJ.I大

学院スタンダードJ.r教養教育スタンダードJ
の3つがある。「教養教育スタンダードjにお

いては，手~[IilJ 'I~l::と社会性を支える豊かな教養を

育ーむことを@!'l<]に，各科目がどのような位置づ

けで|討議されているかが提示されている(図

1)。その中で「体育Jは「ヒューマニティの育

成(専IIIJに偏ることのない豊かな人向性と高い

倫理!の泌養)Jに貢献が期待される科目として

位世づけられている。

筑波大学の共通科目「体育jを開講する筑波

大学体育センターは，平成 21年度から 24年度

の4年間にわたり.r長1]のま売争I!寺代における大
学体育モデルの再構築に関する実践的研究(科

研費基盤研究 (A))Jに取り組んできた。高木

ら (2014)はその研究成果をまとめ，今後の大

学体育のあり方について検討-している。その過

程において，筑波大学体育センターは，平成

23年度から新カリキュラムによる授業を実施

してきた(関 2)0I日カリキュラム(表 1)から

新カリキュラム(表 2)への主な変更点として

「教育理念の整理J.r教育自襟の克直しJ.r各
学年における到達課題の見直しJ.rt受業mFJ講形
態の多様化」が挙げられる。特に「教育目標の

見直しJに着iヨすると，生涯にわたってスポー

ツに親しむための基礎を身につけさせることに

加え，豊かに「生きる力Jを育むことが強調さ
れるようになったことが変更点として挙げ、られ

る。また，その過程において，筑波スタンダー

ドに明記されている教育目標を踏襲する JI~ で

「教育理念の整理」がなされ，総合的に「筑波

体育」の教育目標としてまとめられた。

筑波大学で実施されている体育授業につい

て向後ら (2013) は. ~努力リキュラムの l 年

生を対集にした授業「基礎体育jの評価と!日

カリキュラムの 1年生を対象にした授業の許可11i

を比較し新カリキュラムの教育効果について

検討した。その結果，新カリキュラムがIE!カリ

キュラムよりも各教育目標に対する学生の達成

認知度が高かったことを報告している。松元

ら (2013)はi可様に受講生の授業f.'F1iIJiから，新

カリキュラムの 1年生を対象にした授業で新た

に設定された 3つのカテゴリ(フィジカルリテ

ラシー，スポーツマインド スポーツスピリッ

ッiJ) の学修成果について検討した。その結果，

スポーツマインドおよびスポーツスピリッツに

ついてはカテゴリが目指す学修成果を十分に挙

げること治宝できたが フィジカルリテラシーに

は改善の余地があることを報告している。この
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ように，筑波大学体育センターで平成23年度

から実施されている新カリキュラムについて，

先行1iJf究で、はその教育効果を検討してきたもの

の.学生の自由記述式の回答を分析対象として

こなかった。酒田ら (2015) は大学体育授業の

主観的恩恵を明らかするため、受講生を対象に

授業全般に関するふり返りを自由記述でIill答さ

せ.テキストマイニングの手法を用いて分析し

ている。その結果，大学体育授業の主観的思恵

について 10カテゴ 1)をj'lJl出している。この1i)f

究のように. 自由記述式の調査結果をテキスト

マイニングによって分析することは，量的ス

ケールを用しミた測定では明らかにできない， lill 

答者の自由な言葉や文章から新たな知見を導き

出せる}~で、有意義で、ある。そこで本研究は，筑

波大学共通科目「体育Jの新カリキュラムにお

ける教育目標の肯定的認知度を，受講学生の振

り返り自由記述を手がかりに.テキストマイニ

ングの手法によって明らかにすることを罰的と

した。

i翠1 筑波大学教養教育スタンダード(一部抜粋)

筑波体青
『健やかな皐体、豊かなI~\、還しい精神』の湾成

1~12 筑波体育におけるカリキュラムの構成と 1趣旨
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表 1 I日カリキュラムの教育目標

1. 笠涯にわたってスポーツの楽しさを享受する能力を高め‘自己のライフ

スタイルやI似身の状態に適したスポーツを笠j舌に取り入れ、重量かなライフス
タイjしを形成できる能力を皐iこつける

2. êl己の健康・体力に苅する~i援を深め、健緩・体力づくりのためのi撃銃
汚j去を理解し、生涯にわたって8主的に鍵療・体力づくりを実践する能力や
態度を2革める

表2 新カリキュラムの教育目襟

1. C逮緩・体力およびスポーツ筏術に関する基縫官官知綴や患者7J.実践わの後成

2. 鐙かなかと干士会役 (コミュニゲーション力、リーダーシッブ等〉の首謀成

3 還しい鴻得. ~事い倫理綬の害事成

4. スポーツ文化の照的解釈7J'~~電力の溜幾

5.自立的iこ自己を成長させ銃11る刀の濁箆

2. 方法

(1 )対象者

筑波大学で開講している共通科iヨ「体育jが

l~f] 講される 10 の時間帝のうち，木曜日 31演に

Ijf.J識されている応用体育(襟準履修年次2年)

を履修した学生325名を調査対象とした。この

うち，調査の協力が得られ，調査票の質問文に

対して適切に回答している 276名を分析対象者

とした。

(2) 調査内容

対象者に 2年n.¥Jの体育授業についてふり返り

を行わせ. 1~llj:1記述による回答を求めた。質問

文は. 1筑波体育で何を学び身につけましたかJ
とした。

(3) 調査方法

誠査は. 2013王子2月21日に実施した。 通年

授業の最終i豆iに15行分の罫線が引かれたA4

用紙を配布し筆者が「表面のみでは足りない

場合は，裏面のスペースを利用してください。J

と説明を行ったうえで，対象者に@答させた。

調査用紙には氏名を記載させたため，対象者は

授業担当教員が内容をJ確認する可能性があるこ

とを把握したうえで回答している。なお，質tl'l:¥i

紙は 1週間以内に体育センタ一事務室内に設置

された回収ボックスへ対象者自身で提出するよ

う依頼した。

(4)分析方法

自由記述式の回答を分析するために，テキ

ストマイニングツール SPSSText Analytics for 

Surveys 4.0 (IBM社)をmいた。まず¥研究
者によって事前に複数回にわたってテキスト

データの読み込みを行ったうえで，質問に対し

て適切に回答していない記述(例:体育授業全

般に対する感想文.最終授業の講義内容に対す

る感想文など)を一律に解析対象外とした。続

いて，キーワード1:1]1出(形態素jqil:析)を行い，

体育スポーツ科学領域の研究者4名(男性3名.

女性 1名)によって，キーワード1111出結果を確

認し 5 つの教育 I~l 標との関連性を検討したう

えでカテゴリ分類を行った。その際，教育目標

との関連がないと判断されるキーワード(例

「余りJ.1後iヨJ.1冬休みjなど)については

カテゴリには含めず，除外対象とした。その後，

集約されたカテゴリデータについて. 211症型変

数によるエクスポートを行い，各目標に関連す

るキーワードの出現率(各目標に関連するキー

ワードを記述した学生の割合)を検討した。ま

た，各目標と関連するキーワードの出現率を種

1~17jlJでも検討-した。

3. 結果

自由記述式の回答に対してキーワード抽出を

行ったところ.4，521のキーワードが得られた。

そのうちの4，047誌は筑波体育の教育13襟に関

連がないと判断し除外対象としたところ，最

終的に 474諾 (1健康・体力j関連:101誌.I豊

かな心と社会性J関連:205詰.r高い倫理観J
関連:91語.r解釈力・鑑賞力J関連:29詰，
f自己成長力J関連:48語)が得られた。その

中でも，各自擦において特に出現頻度が高かっ

た上位刊誌を表3に示した。

(1 )各目標におけるキーワードの出現率

1~13 は筑波体育が掲げる 5 つの教育目標に対

して，関連するキーワードを 1語以上記述した

学生がどの程度の割合で存在したかを示したも

のである。対象者276名のうち. I健康・体力j
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各目標に関連するキーワード上位 10語表3

キーワード

技術(44)、プレイ(35)、健麗(30)、体力(29)、知識(24)、トレーニング(18)、考え方(16)、
鍛える(15)、ストレツチ(13)、技能(11)

カテゴリ

鍵藤・体力

ペア(49)、相手(36)、協力(32)、他学(28)、仲間(27)、交流(18)、チームワーク(18)、
他人(17)、皆(17)、みんな(15)豊かな心と社会性

心(27)、精神(22)、達成(11)、努力(10)、マナー(10)、精神高(8)、礼儀(7)、スポーツマ
ンシップ(6)、フェア(6)、檎理観(6)高い倫理観

理解(25)、観戦者(9)、オリンピック(8)、観客(8)、観る(5)、歴史(5)、観衆(4)、観戦(3)、
鑑露(2)、スポーツ観戦(2)

解釈力・鑑賞力

続ける(32)、穣樟的(26)、向上(22)、挑戦(14)、自分自身(13)、成長(12)、継続(10)、
上達(10)、自己(8)、誌行錯誤(7)

自己成長力

(%) 

100 

80 

60 

自己成授力

各目標におけるキーワードの出現率

種目別にみた「健康・イ本力J関連のキー
ワード出現率

合で存在したかを種目別に示したものである。

フラッグフットボールが 100.0% (12/12)で

最も多く，次いで、野外運動が91.3% (21/23)， 

ソフトボールが90.9% (30/33)，バレーボー

(10/11) ，ノfドミントンが82.1% 

ボディワークが81.0%(17 /21)，水

ルが90.9%

(23/28) ， 
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j翠4

に関連するキーワードを 1諾tU二記述した学生

が206名 (74.6%)で最も多く，次いで「豊か

な心と社会性Jが 204名 (73.9%)で、多かった。

その他では「高い倫理!観Jが 158名 (57.2%)， 

f自己成長力jが 149名(54.0%)で、比較的多かっ

たO ープJ，f解釈力・鑑賞力jは57名 (20.7%) 

で最も少なかった。

(2) i健康・体力jにおける種毘l:lIJのキーワー

ド出現率

i豆14は「健康・体力Jに関連するキーワード

を1語以上記述した学生がどの程度の割合で存

在したかを種目別に示したものであるO フィッ

トネストレーニングが93.5%(31名中 29名が

記述:以下， f29/31Jのように記す)で最も

多く，次いでボディワークが85.7%(18/21)， 

ジョグ&ウオークが81.0% (17 /21)，水泳が

80.0% (8/10)， ゴルフが80.0%(16/20) 

いう Jlll~ に割合が多かった。その他ではダンス

が 78.3% (18/23)， }¥ドミントンが75.0% 

(21/28) ， ソフトボールが 72.7% (24/33)， 

シューテイングスポーツカ'72.7%(16/22)で

比較的多かった。全般に高い値が示され，個人

系種目が上位を占めた。

(3) i豊かな心と社会性jにおける種目別のキー

ワード出現率

I~J 5は「豊かな心と社会性jに関連するキー

ワードを 1語以上記述した学生がととの程度の割

健康・体力 重量かなIQ，¥と社会位 高い儲淫観

ゴ
ル
フ
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ョ
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された。その仁1=1 で，他人系種 13 が上位を I~î めた。

(5) r解釈力・鑑賞力jにおける語呂汚IJのキー
ワード出現率

1~17 は「解釈力・銑賞力 J に関連するキー

ワードを 1語以上記述した学生がどの程度の割

合で存在したかを種目別に示したものである。

フラッグフットボールが33.3% (4/12) で最

も多く，次いで、水泳が30.0% (3/10)，ゴルフ

が30.0% (6/20) という }Il員に割合が多かった。

多くの種目で 30%を下回っており，他のiヨ襟

と比べて値が低かった。また，種 I~I による傾向

はみられなかった。

(6) I自己成長力jにおける種目別のキーワー

ド出現率

!~ 8は「自己成長力Jに関連するキーワード
を1語以上記述した学生がどの程度の割合で存

在したかを種目別に示したものである。ボディ

(14/21)で最も多く.次いで

泳が80.0%(8/10)という版に割合が多かった。

その他ではシューテイングスポーツが 68.2%

(15/22) ，柔道が 66.7%(14/21)， ダンスが

65.2% (15/23)で、比較的多かった。全般に高

い値が示され，集iま!系種目が上位を占めたO

(4) I高い倫理観jにおける種目別のキーワー

ド出現率

図6は「高い倫理観jに関連するキーワード

を1語以!こ記述した学生がどの程度の割合で存

在したかを種 1~1 5] IJ に示したものである。シュー

テイングスポーツが81.8% (18/22)で最も多

く，次いで水泳が 70.0% (7/10)， ゴルフが

70.0 % (14/20) という )11互に割合が多かった。

その他ではボディワークが 61.9% (13/21)， 

柔道が 61.9%(13/21)，野外運動が 60.9% 

(14/23)で比較的多かった。「健康・体力jお

よび「豊かな心と社会性」で示された値には及

ばないものの，多くの種目で 50%以上の値が示 ワークカ，-66.7% 
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干重 I~I7JiJにみた「高い倫理的u関連のキー
ワード出現率

図6種目別にみた「豊かな心と社会性J関連
のキーワード出現率
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(%) 

100 

(%) 

10。

種目別にみた「自己成長力j関連のキー

ワード出現率

@8  
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フィットネストレーニングが64.5%(20/31)， 

バドミントンが60.7%(17/28)， ソフトボー

ルが60.6%(20/33) という版に割合が多かっ

た。その他では，バレーボールが54.5%(6/11)， 

ジョグ&ウオークが52.4%(11/21)，野外運

動が 52.2% (12/23)， シューテイングスポー

ツが50.0%(11/22)，水泳が 50.0%(5/10)， 

フラッグフットボールが50.0%(6/12)でよヒ

較的多かった。種目による{頃向はみられなかっ

たものの， I高い倫珪liuUと|司様に多くの種目

で50%以上の値が示された。

4. 考察

本研究の目的は，筑波大学共通科目「体育」

の新カリキュラムにおける教育 I~I 襟の肯定(19~!.!

知度を，受講学生の振り返り 1~11:t1記述を手がか

りに.テキストマイニングの手法によって明ら

かにすることであった。まず，教育目標の肯定

n0~!.!， JJl度について検討した後に，教育 I~ 襟と種

目の関連牲について検討ーし最後に本研究で得

られた知見の教育現場で、の活mについて考える。
(1 )教育毘標の肯定的認知度について

i玄13に示したように， 1健康・体力J，1豊か

な心と社会性上「高い倫理観上 II~I 己成長力 j

に関連するキーワードについては，全対象者の

50%以、仁がI回以上の記述を行っており，学生

による一定の肯定的認知度を得ることができ

た。特に， 1健康・体力jおよび「豊かな心と

社会性jに関連するキーワードについては，全

対象者の 70%以上が 1ITII 以上の記述を行って

いた。このことから「健康・体力jおよび[豊

かな心と社会性jについては概ねねらい通りの

成果を挙げることができた。本研究の被験者に

対ーする質問は「筑波体育で何を学び身につけた

かJ を II~J うものであったことから， IfI]答言語は

否定1:/9なものではなし肯定的な意味として記

載されていたととらえることができる。一方

で， I解釈力・鑑賞力Jに関連するキーワード

については，全対象者の 20%程度が 1@tJ、上

の記述を行うにとどまっており.十分な成果を

挙げることができていないといえよう。

筑波体育では標準履修年次 1年次の基礎体

育， 2年次の応用体育， 3年次の発展体育の 3

段階でカリキュラムを構成しており，段階に応

じて， 5つの教育自襟の14=1で重点的に取り組む

べき目標を明示している。 111三次の基礎体育で

は「健康・体力上「豊かな心と社会性J. 1高い

倫草UjfJ¥!Jを， 2 年次の応用f本育で、は 11~かな心

と社会性J. 1高い倫理観J. 1解釈力-鑑賞力J

をそれぞれ重点目標としている。先述したとお

り， 1健康・体力J，1豊かな心と社会性Jにつ

いては 70%以上の対象者が学び身につけたこ

ととして挙げており， Iヨ襟設定に見合った結果

となっている。しかしながら，IWi:釈力・鑑賞カJ
については応用体育の重点目標の一つであるに

もかかわらず，著しく低い値となっている。そ

の要因として，ここで示す「解釈力・鑑賞力J
が近年のスポーツを取り巻く環境の変化によっ

て導き出された，比較的新しい能力であること

が挙げられる。そのため， I解釈力・鑑賞力J

は教員にとっても馴染みが薄く，この能力をど

のように養成するのかが十分に理解されていな

かった可能性がある。

(2)教苔目標と種自の関連性について

先述したとおり， 1健康・体力Jおよび 11ま

かな心と社会性Jについては関連するキーワー

ドを 1話U、上記述した学生が70%以上となり.

一定の成果を挙げられた。!豆14および図5はf健

康・体力」および「豊かな心と社会性Jに関連

するキーワードの出現率を種目別に示したもの

であるが， 1健康・体力Jでは他人系韓日が，

「豊かな心と社会性Jでは集団系種目が高い値
を示した。「健康・体力jについて上位となっ

たフィットネストレーニング，ボディワーク，

ジョグ&ウオークでは I~I 身の体や内部と向き合

う機会が多いことから，健康・体力に関する学

びをより効果的に行えたものと推察される。一

方で「豊かな心と社会性」について上位となっ

たフラッグフットボール，野外運動， ソフト

ボール，バレーボールでは他者と協力しながら
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課題と向き合う機会が多いことから， コミュニ

ケーションカを中心とした社会性を効果的に学

ぶことができたと推察される。これらのことか

ら.各種目および揺目群にはそれぞれ学修成果

をより発慢しやすい特性があるといえよう。

(3)今後の展望

まず，本研究の結果から教育目標の一つであ

るrWi:釈力・鑑賞力Jの肯定的認知度が他の目
標と比べて低いことが明らかになったO その改

善にi向け，特に「応用体育jの担当教員は授業

を実施するうえで， 1解釈力・鑑賞力Jを育む

ための要素を積極的に盛り込んだ授業計画を行

う必要があると考えられる。また， 1応用体育」

の最終回(第201Ii11~1 の授業)に実施している「講

義Jの11寺It，¥Jを有効に活用することで， 1解釈力・

鑑賞・]JJを高めることができるかもしれない。

次に，本研究の結果から「健康・体力」では

個人系種目が， 1豊かな心と社会性jでは集団

系種目がそれぞれ高い値を示すなど，種目によ

る特性がi珂らかになった。これまでも， 1年次

対象の「基礎体育jにおいて，学期ごとに 2つ

の犠目群 (1個人系-武道系Jと「ボール系・

アウトドア系・ゲーム系J) から 1種目ずつ選

択させるなどの取り組みがなされてきたが，種

目特性を活かした， さらには学生の特性を考慮

したカリキュラム編成を行うことで， より学修

成果の高い授業実施が期待される。

(4)本研究の限界

本研究では，教育目標と種目の関連性につい

ても検討しているが，各種目の標本数が必ずし

も十分であるとは言えないため，個人系種目と

集団系極 I~l に大別して全体的な傾向を把握する

にとどまった。今後は，各種目の標本数を増や

して詳主111な検討を行うことで、筑波体育の教育

効果をより明硲にしていく必要がある。

注

「フィジカルリテラシ-Jは主に他人スポー

ツを教材にn:Jいて，健康・体力および運動に関

する理論と実践カを養うカテゴリとして， rス
ポーツマインドJは主に集団スポーツを教材に
用いて， コミュニケーション力， リーダーシッ

プを養うカテゴリとして， 1スポーツスピリッ

ッjは主に対人スポーツを教材に用いて，ス

ポーツ精子111や干し節，慈しみの態度を養うカテゴ

リとしてそれぞれ設定された。
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